
乳成分測定機による個体乳遊離脂肪酸に係る測定値の検証について 

 

１．目的 

生乳中の遊離脂肪酸（Free Fatty Acid、以下、FFA と記載する。）は、脂肪分解酵素（リ

パーゼ）の作用により乳脂肪から脂肪酸が遊離することで発生する。その作用は、生乳の

過度の泡立てや過攪拌などの物理的な要因や、牛個体の栄養充足率の低下や疾病などの生

理的な要因によっても促進される。FFA には酪酸など分子量が比較的小さい脂肪酸も含ま

れており、それらは揮発性が強いためランシッドという異常風味の原因となる。 

本会が所有する、乳成分測定機 MilkoScan FT+（以下、FT 法と記載する。）の FFA 検量

線は、バルク乳試料を測定対象としており、個体乳試料の測定精度についてはメーカー保

証がされていない。しかし、前述のように異常風味は、牛個体の生理的な要因によっても

引き起こされることから、個体乳試料における FFA 測定精度について検証を行ったので報

告する。 

 

２．検証方法 

 (1)個体乳試料における FT 法の FFA 測定精度の検証 

ア．実施日 

2017 年 7 月 10 日 

イ．供試試料および分析法 

検証当日、札幌事業所に搬入された個体乳試料（防腐剤無添加）66 検体を使用した。

41℃の恒温水槽で 15 分間加温した後、FT 法で FFA を測定した。その後、FFA が概

ね同レベルの 3 試料をそれぞれ正確に 15ｍL ずつ採取し、BDI 法（Bureau of Dairy 

Industries,アメリカ酪農産業省標準法）に供試する混合試料とした 1）。なお、採取した

個体乳試料にはそれぞれ過酸化水素水を終末濃度で 0.02％となるよう添加し、リパー

ゼを不活性化させた。これを 22 試料それぞれ調製し、直ちに冷却保存した後 BDI 法

で FFA を測定した。 

 なお FT 法の FFA は、BDI 法の試料調製に用いた 3 試料の単純平均値を採用した。 

(2)個体乳およびバルク乳試料 FFA の比較 

ア．調査期間 

2017 年 5 月~11 月 

イ．調査対象農家 

根室管内の乳検加入農家 20戸を対象とした。それらを搾乳形態別に、パイプライン、

パーラー、ロボットに分け、その内訳を表 1 に示した。ただし、ロボットとパイプラ

インを併用した搾乳形態の 4 戸は、ロボットとして集計した。 

 

 
 

表1　調査対象農家の搾乳形態

農家戸数（戸）
1 パイプライン 6
2 パーラー 3
3 ロボット 11

計 20

搾乳形態
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相関性が認められないため、同様に推測することは困難であると考えられた。 

以上のことから、個体乳 FFA は特性を認識したうえで利用可能である。 

（仁藤百合子、中川大輔、小板英次郎） 
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